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 子どもの「承認欲求」を満たす学校づくりに向けて  
 承認欲求とは 

人間誰しも認められたい・評価されたいという願望は持っ

ているものです。しかし毎日「いて当たり前、やって当たり

前」という環境になればなるほど、その欲求が満たされる機会

は減ってきます。 

この承認欲求は、アメリカの心理学者マズローが欲求の５

段階説の中で、「「人間は自己実現に向かって成長する」と仮定

して、人間の欲求を5段階の階層で説明したもので、「「自己実

現理論」とも呼ばれます。承認欲求は第４階層に挙げてられお

り、誰にでも承認欲求があるものとされます。 

人には、集団やコミュニティに所属したいという社会的欲

求があり、社会的欲求と承認欲求は密接な関係です。家族や所

属する集団での仲間に恵まれていて人間関係が良ければ、わざわざ褒めてもらうために自己主張し

たり認めてもらったりしなくても、満足できるでしょう。逆に、家族や学級など集団での人間関係が

うまくいかず、孤立していると感じる場合は、寂しさを埋めるために承認欲求が強くなりがちです。 

本校の中学生の傾向は 

 ４月の全国学力「・学習状況調査の結果から、「自分には良いところがある」と考える本校の生徒の

割合が７５％です。裏を返せば４人に一人はそう考えていないということになります。全国「・全道と

比べても本校の生徒は自己肯定感が低い傾向が見られます。 

 携帯電話、インターネット等が日常に当たり前にある時代に生まれた今の中学生以下の世代は、

「デジタルネイティヴ」と呼ばれています。当然のように携帯電話を持ち、SNSを介して自分の周

りの仲間や顔を見たこともない人ともコミュニケーションをとります。その中で、「バズる」投稿を

したりすることで他者の「「いいね」という評価を求める中学生も少なくありません。自己の承認欲求

を満たすために、他者の迷惑や気持ちを考えないコメントもありえます。昨今のコロナ禍もあり、直

接相手の顔を見て話し、お互いの気持ちを伝え合ったり合意形成を図る体験が少なかったことも影

響として考えられるのではないでしょうか。 

 承認欲求を満たしてあげるために 

 思春期「・反抗期の子どもを持つ親にとって、子育てが難しいと感じたり、社会にうまく馴染めない

のではと不安に感じたりする場合もあるでしょう。そのため、子どもの承認欲求が強くなりすぎな

いよう、見守ったり関わってあげることが重要です。その際、よく言われることとしては次の４点で

す。 

①子どもの存在を認める。話しかけられたらきちんと聞く、何かあったら褒める・叱るなどを徹底 

して、子どもに対して「ちゃんと見ている・聞いているよ」と伝わるようにしましょう。 

②子どもに対して、感謝や愛情を言葉にして分かりやすく伝えてあげましょう。 

③他の子どもと比較せず、子ども自身のことを褒めるようにしましょう。 

④条件付きで褒めない。条件付きで褒めるのは、承認欲求をさらに強めたり、他者との比較で自己 

肯定感を低下させる原因になることがあります。 

 学校では 

 先日、１年生の学校生活の状況を踏まえ、１学年保護者懇談会を開催し、その中で、学校に対して

厳しいご指摘などをいただきました。アンケートを実施しましたので、今後分析し、全教職員が一丸

となって生徒指導にあたってまいります。 

本校では、教室が生徒にとって安心できる居場所とすることを目標に、まず生徒の話を「「聴く・受

け止める」など、生徒理解に取り組んでいます。もちろん、生徒間のトラブル等でも必ず両者の話を 
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聞き、どうすればよかったのか、これからどうし 

たいのかなど生徒に考えさせながら、保護者の皆 

様の理解と協力をいただけるよう、精一杯生徒指 

導を行っていきます。 

 また、授業や活動、日常の学校生活の場面で、 

生徒の頑張りや成長した点を、これまで以上に褒 

めたり認めたりしていきます。 

 今後とも、「子どもが主人公となる紋別中学校」 

の創造に向け、保護者、地域の皆様の理解やご支 

援、教育委員会等関係機関のご協力を賜りますよう、

心からお願い申し上げます。（校長） 

 

学年行事行ってきました。 

８月３０日（水）から９月１日（金）まで、3 年生は
修学旅行、９月５日（火）から９月６日（水）まで 2
年生が宿泊研修に行ってきました。 

普段の学校生活では経験・体験できないことをたく

さんして、よい思い出を作って帰ってきました。ぜひ、

今後の学校生活等に生かして欲しいと願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
総合的な学習の時間 

 9 月 19 日（火）天候不順で延期になっていたガリンコ号に 1 年生が乗船してきました。波もそれほ
ど高くなく、生徒は紋別の自然や漁業、流氷や観光の説明を聞いたり、デッキから見える風景を目に焼き
付けたりしていました。また、9 月 22 日（金）には、同じく 1 年生が、紋別市立博物館を見学し、紋
別の歴史や文化。昔使用していた漁具など興味深く見学し学んでくることが出来ました。 
 

 

 

 

 

 

 
新生徒会役員 

 ９月 8 日（金）に行われた次期生徒会役員役員
選挙は、定数内の立候補者数であったため投票は
ありませんでしたが、それぞれの思いや決意を立
派に演説することが出来ました。次期生徒会活動
にも期待しています。（次期役員は次の通り） 
・会 長：根本 蘭丸（２A） 

・副会長：尾崎優樹人（２B）・岩本 俊太（１Ｂ） 

・書 記：在原 稟音（２Ａ）・後藤 琉花（１Ｂ） 

 

タイ短期留学生を受け入れます 

 昨年同様に今年もタイ国から留学生が６名やっ
てきます。今年は、3 年生と 1 年生の教室で
10/24（火）25（水）の 2 日間午前のみ学習を
と共にします。市の国際交流推進室が毎年企画し
ているもので、市内の中学校、高校、市の施設等を
見学し紋別市には９泊して帰国する予定です。タ
イは今が秋休みで、帰国したころに新学期が始ま
るそうです。２日間どうぞよろしくお願いします。

【１０月の主な行事予定】 
２日（月） 分掌会議 
３日（火） 紋別市子どもサミット 
５日（水） 学校祭特別日課（～20日） 
９日（月） スポーツの日 

１０日（火） ３年生部活動停止 
１１日（水） 3 年生部活動停止 
       寺崎 SC 来校 
１２日（木） ３年生学力テスト 
       職員会議 
１５日（日） トイレ業者清掃 
１９日（木） 尾崎 SSW 来校 
２０日（金） 開閉会式リハーサル 
２１日（土） 学校祭（お弁当） 
２３日（月） 振替休業日 
２４日（火） 学校祭振り返り 
       タイ短期留学生受入（～25 日） 
２６日（木） 認証式・議長講習会① 
       専門委員会 
２７日（金） IBA 検査 
       専門委員会・議長講習会② 
２８日（土） 紋別市ＰＴＡ連合研究大会 
３１日（火） 評議員会 
 
本校 HP： 

https://mombetsu-j-mombetsu.edumap.jp/ 



 


